
？よくなりますか 「
教
育
に
穴
が
あ
く
」マ
ス
コ
ミ
で
も

マ
ス
コ
ミ
で
も

大
き
く
報
道　

大
き
く
報
道　

増
え　

続
け
る「
臨
時
・
非
常
勤
」教
職
員
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学びあい、つながりあう若者たち学びあい、つながりあう若者たち

　

国
連
子
ど
も
の
権
利
委

員
会
は
６
月
11
日
、
日
本

政
府
に
対
し
３
回
目
の

「
勧
告
」を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
締
約
国
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
「
子
ど
も

の
権
利
条
約
」
実
行
の
進

捗
状
況
に
関
す
る
「
政
府

報
告
」
を
審
査
の
結
果
、

「
最
終
所
見
」
と
し
て
採

択
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

過
去
２
回
に
ひ
き
つ
づ

き
、
今
回
も
ま
た
日
本
政

府
の
子
ど
も
施
策
が
、

「
条
約
」
の
原
則
と
規
定

に
沿
っ
て
い
な
い
こ
と
を

指
摘
し
た
厳
し
い
「
勧

告
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
概
要
は
、「
貧
困
率

が
高
く
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国

平
均
よ
り
低
い
子
ど
も
・

教
育
予
算
の
拡
充
」、「
子

ど
も
の
権
利
保
障
の
た
め

の
貧
困
削
減
戦
略
の
策

定
」、「
子
ど
も
の
権
利
を

尊
重
し
な
い
伝
統
的
考
え

方
を
改
め
、
十
全
な
子
ど

も
の
意
見
表
明
権
尊
重
の

具
体
的
措
置
」、「
過
度
に

競
争
主
義
的
な
学
校
制
度

と
学
力
の
し
く
み
の
是

正
」
な
ど
で
す
。

大
阪
の
若
者
も

意
見
表
明

　

こ
の
審
査
に
は
、
大
阪

の
「
笑
顔
を
く
だ
さ
い
の

会
」
の
２
名
の
元
高
校
生

が
参
加
。
審
査
に
先
立
つ

若
者
の
意
見
表
明
の
場

で
、
学
ぶ
権
利
の
重
要
性

と
、
競
争
で
は
な
く
人
間

と
し
て
豊
か
に
成
長
す
る

学
校
を
求
め
る
発
言
を
し

ま
し
た
。
こ
の
意
見
表
明

と
Ｄ
Ｃ
Ｉ
な
ど
の
「
市
民

・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
統
一
報
告

書
」
の
主
張
が
、「
勧

告
」
に
は
大
き
く
反
映
さ

れ
、
子
ど
も
の
福
祉
、
学

校
づ
く
り
や
教
育
運
動
の

力
と
な
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
貧
困
・
競
争
主
義
教
育
と
学
力
の
是
正
を
勧
告

　

各
地
の
青
年
部
の
取
り
組

み
報
告
で
は
、
新
歓
行
事
で

の
教
育
講
座
や
バ
ー
べ
キ
ュ

ー
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
な
ど

を
行
い
青
年
ど
う
し
の
つ
な

が
り
や
交
流
を
深
め
て
い
る

こ
と
と
合
わ
せ
、
青
年
部
主

催
で
の
「
権
利
問
題
・
労
働

組
合
そ
の
も
の
の
在
り
方
」

つ
で
す
（
吹
田
、
南
河
内
、

府
障
教
、
守
口
な
ど
）。

　

さ
ら
に
、
青
年
部
の
総

会
、
大
会
を
成
功
さ
せ
、
多

く
の
青
年
組
合
員
が
一
堂
に

集
ま
り
学
習
交
流
で
き
た

（
府
障
教
、
大
阪
市
教
な

ど
）
こ
と
や
、
忙
し
い
な
か

で
青
年
組
合
員
間
の
連
絡
体

制
確
立
で
の
工
夫
（
一
斉
メ

ー
ル
送
信
）
を
し
て
い
る
こ

と
、
日
頃
の
悩
み
な
ど
率
直

に
語
り
合
う
「
場
づ
く
り
」

な
ど
が
報
告
さ
れ
参
加
者
の

確
信
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

の
青
年
部
の
一
層
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

勧告生かす勧告生かす
 とりくみを とりくみを

　

６
月
26
日
、
大
教
組
青
年
部
大
会
が
開
か
れ
、
今
年

度
の
活
動
方
針
が
参
加
代
議
員
全
員
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
討
論
で
は
、
参
加
全
単
組
青
年
部
か
ら
発
言
が
相

次
ぎ
、
各
地
で
の
青
年
部
活
動
・
職
場
の
状
況
な
ど
の

交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
員
免
許
更
新
制
は
、
受

講
し
た
人
の
多
く
が
「
こ
の

制
度
で
教
育
は
良
く
な
ら
な

い
」
と
答
え
、
更
新
講
習
を

担
当
す
る
大
学
も
「
今
後
の

方
向
が
不
確
定
な
講
習
は
意

味
を
持
た
な
い
」
と
私
学
を

中
心
に
講
座
中
止
の
大
学
が

続
出
、
大
き
な
混
乱
の
も
と

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
更
新
講
習

は
す
べ
て
自
己
責
任
・
自
己

負
担
、
一
方
で
大
学
等
に
は

講
習
開
校
の
義
務
は
な
く
、

教
育
行
政
も
数
字
の
集
約
し

か
し
な
い
無
責
任
ぶ
り
で
、

お
よ
そ
「
制
度
」
と
し
て
成

り
立
た
な
い
も
の
で
す
。
受

講
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
教
員

の
負
担
は
重
く
、
子
ど
も
と

教
育
に
も
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

　

文
部
科
学
省
は
６
月
３

日
、
中
央
教
育
審
議
会
に

「
教
職
生
活
の
全
体
を
通
じ

た
教
員
の
資
質
向
上
の
総
合

的
な
向
上
方
策
に
つ
い
て
」

諮
問
を
行
い
ま
し
た
が
、
更

新
制
は
、「
そ
の
効
果
の
検

証
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
在
り

方
を
ご
審
議
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
推
移

す
れ
ば
、
大
混
乱
は
必
至
で

す
。

　

全
教
・
教
組
共
闘
連
絡
会

は
、「
免
許
更
新
制
の
即
時

廃
止
」
を
求
め
る
緊
急
署
名

に
取
り
組
み
ま
す
。
職
場
か

ら
、「
た
だ
ち
に
廃
止
せ

よ
」
の
声
を
さ
ら
に
つ
よ
め

ま
し
ょ
う
。

「
免
許
更
新
制
は

「
免
許
更
新
制
は

た
だ
ち
に
廃
止
せ
よ
」の

た
だ
ち
に
廃
止
せ
よ
」の

声
を
さ
ら
に
強
め
る
と
き

声
を
さ
ら
に
強
め
る
と
き

先
生
が
見
つ
か
ら
ず
、
子
ど

も
た
ち
は
授
業
中
に
立
ち
歩

く
な
ど
困
難
な
状
況
に
。
結

局
、
10
月
に
入
っ
て
か
ら
や

っ
と
代
わ
り
の
先
生
が
来
ら

れ
ま
し
た
が
、
年
度
末
ま
で

ク
ラ
ス
は
落
ち
着
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
い
ま
、
４
月
の
始

業
式
に
担
任
が
い
な
い
学
校

も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
子
ど

も
の
教
育
に
「
穴
あ
き
」
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

き
ち
っ
と
し
た
教
職
員
配

置
で
、
先
生
方
が
ゆ
と
り
を

持
っ
て
が
ん
ば
れ
る
学
校
現

場
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

３
か
月
間
も
、

「
担
任
」が
来
な
い

　

息
子
が
入
学
し
た
て
の

頃
、「
先
生
が
お
も
し
ろ

い
、
学
校
大
好
き
」
と
楽
し

く
通
学
し
て
い
た
の
に
、
担

任
の
先
生
が
６
月
末
に
体
調

を
崩
さ
れ
病
気
休
暇
に
。
夏

休
み
が
明
け
て
も
代
わ
り
の

上嶋ゆりこさ　　ん
（保護者）

た
時
期
で
も
あ
っ
た
の
で
、

極
力
自
習
を
作
ら
ず
校
内
で

や
り
く
り
し
て
授
業
し
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
授
業
は
、
コ

ロ
コ
ロ
変
わ
り
、
教
え
に
来

る
教
師
も
変
わ
る
。
一
番
の

犠
牲
者
は
、
生
徒
で
す
。
教

師
の
負
担
の
中
で
す
る
授
業

は
、
新
た
な
健
康
被
害
を
生

み
出
す
だ
け
で
、
生
徒
の
為

に
も
い
い
授
業
と
は
い
え
ま

せ
ん
。「
教
育
に
穴
が
あ

く
」
状
態
を
是
正
し
、
採
用

試
験
の
改
善
を
求
め
ま
す
。

職
場
に
も
っ
と

教
職
員
を
！

　

現
場
の
教
職
員
不
足
は
、

深
刻
！
私
の
学
校
で
も
理
科

の
教
師
が
相
次
い
で
退
職

し
、
病
休
を
取
ら
れ
た
と

き
、「
代
替
講
師
」
が
見
つ

か
ら
ず
大
変
で
し
た
。
荒
れ

を
経
験
し
落
ち
着
き
を
見
せ

飛田知江美さ　　ん
（東大阪市・孔舎衛中学校）

　

今
年
度
、
い
く
つ
か
の
学
校

で
当
然
４
月
１
日
に
配
置
さ
れ

る
べ
き
教
職
員
が
い
な
い
「
異

常
事
態
」
や
年
度
途
中
で
の
病

休
の
代
替
が
配
置
さ
れ
な
い
事

態
な
ど
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

あ
る
小
学
校
で
は
、
学
級
増

に
な
り
ま
し
た
が
、
入
学
式
・

始
業
式
も
講
師
は
配
置
さ
れ

ず
、
配
置
さ
れ
る
ま
で
の
数
日

間
は
管
理
職
な
ど
で
対
応
し
ま

し
た
。
ま
た
、
退
職
し
た
教
師

の
代
替
講
師
配
置
を
要
望
し
た

学
校
で
も
、
４
月
半
ば
に
や
っ

と
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
る
中
学
校
で
は
、
年
度
途

中
で
退
職
し
た
教
員
の「
代
替

教
員
」が
配
置
さ
れ
ず
、少
人
数

授
業
が
中
断
。授
業
を
受
け
て

い
た
生
徒
ら
が
「
数
学
が
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
に
、

早
く
代
わ
り
の
先
生
を
見
つ
け

て
」
と
校
長
に
訴
え
る
事
態
も

起
き
て
い
ま
す
（「
読
売
」夕
刊

５
月
27
日
付
）。

　

大
阪
や
全
国
で
、
新
学
期
か
ら
学

級
担
任
に
欠
員
が
生
じ
る
、
病
休
や

産
休
の
代
替
教
職
員
が
見
つ
か
ら
な

い
と
い
う
異
常
事
態
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
「
教
育
に
穴
が
あ

く
」
事
態
の
背
景
に
は
、
正
規
教
職

員
が
大
量
退
職
す
る
時
期
に
必
要
な

定
数
の
半
分
に
も
満
た
な
い
教
員
し

か
新
規
採
用
し
な
い
「
教
員
採
用
抑

制
政
策
」
と
、
正
規
教
職
員
の
代
わ

り
に
低
賃
金
・
短
時
間
勤
務
の
非
常

勤
教
職
員
を
大
量
に
任
用
す
る
「
安

上
が
り
の
教
育
政
策
」
が
あ
り
ま

す
。

表１ 今年度の講師欠員状況調査（府教委調べ）
小学校 中学校

常勤講師 非常勤講師 常勤講師 非常勤講師
Ｈ22.４．８ 13 14 45 109
Ｈ22.５．１ 3 7 37 54
Ｈ22.６．１ 10 8 41 45

（大阪市・堺市除く）

　

こ
の
数
年
、
国
・
大
阪
府
の
人

件
費
・
教
職
員
削
減
政
策
の
も
と
、

常
勤
・
非
常
勤
の
臨
時
教
職
員
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
法
律
で
算
定

さ
れ
る
正
規
教
職
員
の
定
数
内

に
、正
規
教
職
員
配
置
の「
調
整
」

を
理
由
に
多
数
の
臨
時
教
職
員

（
定
数
内
講
師
）を
配
置
し
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す（
表
２
参
照
）。

　

多
く
の
臨
時
・
非
常
勤
の
方
は
、

い
つ
仕
事
が
な
く
な
る
か
わ
か
ら

な
い
不
安
定
な
身
分
と
低
い
賃

金
、
劣
悪
な
労
働
条
件
に
置
か
れ

て
い
ま
す
。「
臨
時
・
非
常
勤
」

と
い
っ
て
も
、
子
ど
も
や
保
護
者

に
と
っ
て
は
み
ん
な
同
じ「
先

生
」。
教
育
活
動
に「
臨
時
」は
あ

り
ま
せ
ん
。
正
規
、
非
正
規
を
問

わ
ず
、
教
職
員
が
安
心
し
て
教
育

活
動
を
担
え
る
よ
う
に

す
る
に
は
、
正
規
教
職
員

の
増
員
、
臨
時
・
非
常
勤

教
職
員
の
雇
用
の
安
定

と
正
規
化
、
待
遇
改
善
が

ど
う
し
て
も
必
要
で

す
。
同
時
に
、
そ
の
た
め

の
採
用
試
験
の
改
善
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

待遇改善、雇用の 　
安定と正規採用化を

始業式に担任発表
できない学校も　

？

　

松
原
市
で
は
、
６
年
前

に
青
年
部
を
再
結
成
し
て

以
来
、
徐
々
に
青
年
組
合

員
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

毎
月
の
活
動
と
し
て
、
青

年
部
会
を
開
き
学
習
会
と

会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
春
と
秋
に
は
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
組
合
員

の
親
睦
を
は
か
る
と
と
も

に
、
組
合
員
以
外
の
青
年

と
の
交
流
の
場
に
な
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

忙
し
い
日
々
も
、
青
年

部
員
が
集
ま
れ
ば
、
疲
れ

も
吹
き
飛
び
ま
す
。

集
ま
れ
ば
元
気
！

箱田　暁穂さん
（松原市教組青年部長）

　

守
口
教
組
青
年
部
は
こ

の
春
、
新
た
な
加
入
者
や

産
休
か
ら
の
復
帰
者
含

め
、
何
と
３
倍
に
。
人
は

パ
ワ
ー
！
一
気
に
活
気
づ

き
ま
し
た
。
私
も
張
り
切

っ
て
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を

始
め
、
青
年
部
の
連
絡
や

感
じ
た
こ
と
を
配
信
、
一

体
感
が
増
し
て
き
た
気
が

し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
間
「
組
合

っ
て
な
に
？
」
と
い
う
疑

問
が
出
さ
れ
、
み
ん
な
で

２
倍
、３
倍
化
で
一
気
に
活
気
づ
く

金藤　京子さん
（守口教組青年部長）

学
習
会
を
持
ち
ま
し
た
。

働
く
こ
と
、
社
会
の
し
く

み
、
組
合
の
存
在
意
義
や

在
り
方
を
学
ぶ
こ
と
で
、

「
何
を
や
っ
て
い
る
か
わ

か
ら
な
い
組
合
、
負
担
が

重
い
組
合
」
か
ら
「
胸
を

は
っ
て
や
れ
る
組
合
」
に

変
え
て
い
け
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
真
実
を
見
抜
く

た
め
に
、
い
ま
学
び
が
と

て
も
大
切
で
は
。

各地でのとりくみ
を報告する代議員

こ
の
ま
ま
で
は
大
変
！

な
ど
で
の
学
習
会
を

行
い
、
大
き
な
力
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が

今
年
度
の
特
徴
の
一

今年度は
小学校 中学校 高　校 支援学校 計

08年度 1,224 956 500 429 3,109

09年度 1,330 1,245 585 607 3,767

10年度 1,319 1,450 709 716 4,194
（注）大阪市・堺市を含む　（府教委・政令市教委資料より大教組作成）

表２ 大阪全体の定数内講師の推移（各年度５月１日現在）

府立支援学校Ａ校の中学部

正規教職員 39人 61.9％
非正規教職員 24人 38.1％
全　　　体 63人 100％

（定数内講師・代替講師）
４割近く が臨時教職員

現
場
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
教
諭
と
の
待
遇

の
差
は
あ
ま
り
に
大
き
い
。

昨
年
度
実
施
さ
れ
た
非
常
勤

講
師
の
給
与
改
悪
や
総
時
間

数
の
抑
制
は
さ
ら
に
ひ
ど
い

で
す
。

　

春
が
近
づ
く
と
来
年
度
ど

こ
で
仕
事
で
き
る
か
不
安
で

す
。
何
年
も
講
師
と
し
て
教

壇
に
立
っ
て
い
る
の
に
、
な

か
な
か
採
用
さ
れ
な
い
実
態

も
あ
り
ま
す
。
待
遇
の
改

善
、
何
よ
り
も
教
員
採
用
を

も
っ
と
増
や
す
べ
き
で
す
。

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

待
遇
改
善
と

教
員
採
用
増
を

　

私
た
ち
常
勤
・
非
常
勤
の

講
師
も
「
先
生
」
と
し
て
教

壇
に
立
ち
、
生
徒
や
保
護
者

か
ら
も
教
諭
と
同
じ
よ
う
に

「
先
生
」
と
呼
ば
れ
、
教
育

採
用
選
考
の

改
善
は
急
務

辻内　俊哉さ　　ん
（府立佐野支援学校）

山口　紀一さ　　ん
（大教組臨時教職員部部長）

う
教
員
は
定
数
内
講
師
で
の

補
充
で
す
。

　

講
師
の
皆
さ
ん
は
非
常
に

熱
心
に
授
業
準
備
や
指
導
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
な
彼
ら
が
、
ま
ず
は
採

用
さ
れ
、
じ
っ
く
り
専
門
性

を
高
め
る
機
会
を
保
障
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
府
教
委
が
何
年
も

任
用
し
て
お
き
な
が
ら
、
そ

の
講
師
を
採
用
試
験
で
落
と

す
選
考
の
あ
り
方
も
改
善
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
校
中
学
部
で
は
、
こ
こ

数
年
、
毎
年
20
名
ほ
ど
生
徒

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
学
校

の
「
過
大
・

過
密
」
も
深

刻
で
す
が
、

生
徒
増
に
伴

大
会
で
あ
い
さ
つ
す
る

松
本
洋
介
青
年
部
長　

免
許
更
新
制
即
時
廃
止
の
緊
急
署
名
用
紙

松
村　

忠
臣　
（
Ｄ
Ｃ
Ｉ
大
阪
セ
ク
シ
ョ
ン
代
表
委
員
）

4,000人をこえる
定数内講師配置が

5
月
27
日
付
読
売
新
聞
夕
刊

● Ｓ市のＡ中…数学の定数内講師が４月
から未配置（５月17日現在）で数学の
少人数授業できず。社会の常勤講師も
未配置で５月11日にやっと配置。

● Ｎ市…５月13日現在も、３校で常勤講
師（定数内講師）未配置。数学は少人
数授業ができず。市教委に強く配置を
要望するも講師が見つからない状
態。
● Ｈ市のＫ中…理科の常勤講師（定
数内）が２カ月以上未配置で、６月
にやっと来た。

 （大教組調査）

日本政府報告の国連審査会場（ジュネーブ）

（府障教調査）

ここれれでで  教育教育がが

　
　
　
　
　

教
育
政
策
や
め

正
規
採
用
の
大
幅
増
を

安
上
が
り
の

教育行政の
責任は重大


